
別紙１

業務 / レベル 新人・若手社員 中堅社員 管理・監督者

知識・能力 知識・能力 知識・能力

警備業務の基本 　警備業務の基本原則 　警備業務の基本原則 　警備業務の基本原則について、各社員に

知識 　各業務の意義と重要性 　各業務の意義と重要性 対する指導の為、常に教育するためのマニ

　警備員の使命と心構え 　警備員の使命と心構え ュアルの作成と指導力を身につけておく。

　関係法令の遵守 　関係法令の遵守

　規律の保持 　規律の保持

交通誘導警備業務 ・誘導資機材の取り扱い要領 ・誘導資機材の使用用途及び機能の把握 ・資機材の点検、管理

・無線機の使用方法、通話要領 ・無線機の全般的な操作技能の習熟 ・誘導業務にかかる指導能力の研鑽

・車両・歩行者の安全誘導要領 ・誘導業務の位置選定等的確な能力 ・緊急事案発生時の指導教育の徹底

・事故発生時の応急措置 ・事故発生時の対応能力の研鑽 ・危険防止にかかる教育

・警察機関等への連絡要領 ・的確な連絡要領の習得 ・護身用具の取扱い要領の教育

・負傷者の救護と危険防止等の措置要領 ・救急蘇生法の習得のための研鑽 ・事故等の現場保存要領の教育

雑踏警備業務 ・誘導資機材の取り扱い要領 ・誘導資機材の使用用途及び機能の把握 ・警備計画の策定

・無線機の使用方法、通話要領 ・無線機の全般的な操作技能の習熟 ・関係機関との連携

・広報活動の実施要領 ・広報活動の意義と重要性の認識 ・群集の整列規制方策

・群集の安全誘導方法の習得 ・群集心理の特性の把握 ・事故等発生時の措置要領

・警察機関等への連絡要領 ・警察機関等への連絡要領 ・不測の事態を予想した対応要領

・負傷者の救護と危険防止等の措置要領 ・救急蘇生法の習得のための研鑽 ・連絡体制の構築

施設警備業務 ・出入り管理業務の把握 ・不審者に対する対応要領 ・対象施設に応じた警備業務の推進

・巡回業務方法の把握 ・巡回時における着眼事項の把握 ・施設警備業務を実施するために使用する

・鍵等の管理業務の把握 ・鍵の保管管理要領 　機器の把握

・開閉館管理業務の把握 ・鍵と錠の基礎知識 ・施設警備従事員の人事管理の徹底

・火災発生時の対応要領 ・火災の基礎知識 ・緊急連絡体制の確立と徹底

・警察機関等への連絡要領 ・的確な連絡要領の習得 ・警備指令書の作成

・負傷者の救護と危険防止等の措置要領 ・救急蘇生法の習得のための研鑽 ・不測の事態を予想した対応要領

職務に必要な職務能力に関する事項(職能要件)


